
ワイシ消費が活性ずるへピ ー ＆
低価橋ユー ずー を狙う『単鶴価橋ワイン』
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国民一世帯当たりのワイン購入数量の伸びと反比例して購入価格は低くなっています。
つまり “たくさん飲みたいから価格は抑えたい” “手頃な価格だからデイリ ー に飲むことができる”

という消費者の本音に低価格ワインがこたえた証しでもあります。
レギ s ，ー

また低価格ワイン “ ユー ザー”＝ワイン日常ユーザー であり、今後のワイン市場の担い手といえます。

l 田 一世帯当たりのワインに関する購入数量と100ml当たりの価格の推移

（円／IOOml)
1,468 

【 150

100 

50 

145.2 

127 .4 

149.9 
136.0

1園購入数量（ml）－＋－価格（円／lOOml) I
924 857 

144.1 147 .9 146.2 146.3 (ml)
1,500 

1,000 

500 

D 
96 （年）95 1987 88 89 90 91 92 93 94 

資料：総務庁統計局『家計調査年報 平成8年J 1997年5月
注：数値は、 全圏全世帯の1世帯あたり平均値
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日常ユーザ ー の多様化する
ワイン選択ニーズ 一一

例えば料理に合わせて、クラスアップ
感覚で選ぶことのできる『準低価格
ワイン』は、購入価格ボトムアップの
役割を果たし、さらにワイン市場を
活性させます。｜凪｜

｜凪｜日

田

1
1
3
位

6
ヶ
月
に

｜・ワインユーザ一家庭での飲用頻度｜

回

日

函

� J 
回

ワイy飲用
経験者

回
Ar
 

aH，
 

l
 
HJ
 

，A1
 
円7’

凪

株式会社ウィズプランニング

←元のページに戻る

https://ebisuplan.com/promotion2_eigyo.html#wine
https://ebisuplan.com



